
様式第３号
事業計画書
　廿日市市産業連携支援補助金事業について、次のとおり計画しました。
	代表事業者
	事業者名
	

	
	代表者名
	

	
	担当者名
	

	
	所在地
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	
	役割
	

	構成員
	事業者名
	

	
	所在地
	

	
	担当者名
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	
	役割
	

	
	事業者名
	

	
	所在地
	

	
	担当者名
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	
	役割
	

	
	事業者名
	

	
	所在地
	

	
	担当者名
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	
	役割
	

	事業名
	

	期間
	年　　月　　日から
年　　月　　日まで

	加点等
	【連携型事業継続力強化計画の認定を受けた場合のみ記載】
・認定を受けた日：　　　年　　　月　　　日
・連携する事業者名：

[bookmark: _GoBack]【独立行政法人中小企業基盤整備機構の専門家の指導を受け連携型事業継続力強化計画の申請を行った事業者がいる場合のみ記載】
・指導を受けた日：　　　年　　　月　　　日
・指導を受けた専門家の氏名：
・連携型事業継続力強化計画の申請日：　　　年　　月　　日
※同法人に対し専門家の指導を受けたことを確認しますのでご了承ください。

【事業がいずれかの業種に該当する場合のみ記載】（いずれかに丸をすること）
　　木材関連産業　・　食関連産業　・　観光関連産業

【異業種交流会に参加した場合のみ記載】（該当するものに丸をすること）
　　令和４年度参加　

【宮島細工又は宮島御砂焼きに資する事業の場合のみ記載】
　当該事業がどのように宮島細工又は宮島御砂焼きと関係するのか記載してください。


	事業目的
	◎現状と課題





	
	◎課題解決に向けた方策




	事業計画内容
	◎内容
（評価基準）
　　・市内事業者が新たなビジネスモデルを構築し、持続可能な経営につながる内容か
　　・参加事業者すべてに事業効果が認められるか（特に市内事業者の売上が増加するか）
　　・廿日市市内経済への波及効果が見込める事業提案であるか






◎ターゲット





	事業の実施効果
	【事業実施によって期待される効果（数値目標）】
◎数値目標（利用者数・売上等）





◎算出根拠




	今年度のスケジュール及びその他調整事項
	◎今年度のスケジュール
（評価基準）
　　・滞りなく事業を完了することができるスケジュールが示されているか





◎各種調整事項
　※事業実施に当たり、必要な許認可や関係者との調整事項があれば、その対応状況や見込みを記載してください。

	次年度以降の事業展開
	◎次年度以降の事業展開と事業実施体制
（評価基準）
　　・補助事業終了後も継続して事業を行うことが可能か




備考　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。
